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蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考 

九
一

一
、
序
言

　

潁
濱
遺
老
蘇
轍
は
、
杜
門
し
て
著
述
に
専
念
し
た（
１
）。
そ
の
時
期
の

作
、「
詩
病
五
事（
２
）」
に
つ
い
て
は
、
専
論（
３
）が
あ
り
、
蘇
轍
研
究
、
詩

学
研
究
等
に
も
言
及
が
散
見
す
る
が
、
い
ず
れ
も
真
意
を
説
く
も
の

と
は
言
い
難
い
。
先
師
の
学（
４
）を
敬
慕
し
つ
つ
、
新
釈
を
呈
し
た
い
。

二
、
従
来
説
へ
の
疑
義

　
「
詩
病
五
事
」
に
関
す
る
言
説
を
確
認
す
る
資
料
と
し
て
、
そ
の

簡
潔
性
か
ら
、
張
海
鴎
氏
『
北
宋
詩
学（
５
）』
の
記
事
を
引
く
。

此
乃
蘇
轍
論
詩
札
記
之
文
、
自
与
北
宋
其
他
詩
話
不
同
。
不
僅

体
例
不
同
、
観
念
尤
其
特
殊
。
蘇
轍
謹
依
伝
統
儒
家
詩
教
、
僅

就
詩
与
義
理
的
関
係
指
摘
五
種
〝
詩
病
〞、
観
点
不
免
迂
腐
、

略
遠
詩
人
之
趣
。

　

当
該
作
の
全
貌
は
後
述
に
譲
る
が
、
右
の
指
摘
の
是
非
を
問
う
べ

く
、
以
下
に
第
一
段
を
掲
げ
る
。

　

李
白
の
詩 

其
の
人
と
爲
り
に
類
し
、
駿
發
豪
放
、
華
な
る

も
不
實
、
好
事
に
し
て
名
を
喜
び
、
義
理
の
在
る
所
を
知
ら
ざ

る
な
り
。
用
兵
を
語
れ
ば
、
則
ち
先
登
し
て
陣
を
陷
れ
、
以
て

難
し
と
爲
さ
ず
。
游
侠
を
語
れ
ば
、
則
ち
白
晝
に
人
を
殺
し
、

以
て
非
と
爲
さ
ず
。
此
れ
豈
に
其
の
誠
能
な
ら
ん
や
。
白 

始

め
詩
・
酒
を
以
て
明
皇
に
奉
事
し
、
讒
に
遇
ひ
て
去
る
も
、
至

る
所 

其
の
舊
き
を
改
め
ず
。
永
王 

將
に
江
淮
を
竊
據
せ
ん
と

す
る
に
、
白 

起
し
て
之
に
從
ひ
て
疑
は
ず
、
遂
に
放
た
る
る

を
以
て
死
す
。
今 

其
の
詩
を
觀
る
に
固
に
然
り
。
唐
の
詩
人 

李
・
杜
も
て
稱
首
と
す
る
も
、
今 

其
の
詩 

皆
な
在
す
る
に
、

杜
甫
に
義
を
好
む
の
心
有
れ
ば
、
白
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
漢

蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考

石　

塚　

敬　

大
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九
二

の
高
帝 

豐
沛
に
歸
り
、
歌
を
作
り
て
曰
は
く
、「
大
風 

起
こ

り
て
雲 

飛
揚
す　

威 

海
内
に
加
は
り
故
郷
に
歸
る　

安
く
に

か
猛
士
を
得
て
四
方
を
守
ら
し
め
ん
」（「
大
風
歌
」）
と
。
高

帝 

豈
に
文
字
を
以
て
世
に
高
き
者
な
ら
ん
や
。
帝
王
の
度
の

固
然
た
る
、
其
の
中
よ
り
發
し
て
自
ら
は
知
ら
ざ
る
な
り
。
白

の
詩 

之
に
反
し
て
曰
は
く
、「
但
だ
歌
は
ん 

大
風
に
雲
飛
揚

す　

安
く
ん
ぞ
猛
士
を
用
ゐ
て
四
方
を
守
ら
し
め
ん
と
」（「
胡

無
レ
人
」
詩
）
と
。
其
の
理
を
識
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
。

老
杜
の
白
に
贈
る
の
詩
に
、「
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
」（「
春
日

憶
二
李
白
一
」
詩
）
の
句
有
る
は
、
此
の
類
を
謂
へ
る
や
。

（
李
白
詩
類
其
爲
人
、
駿
發
豪
放
、
華
而
不
實
、
好
事
喜
名
、

不
知
義
理
之
所
在
也
。
語
用
兵
、
則
先
登
陷
陣
、
不
以
爲
難
。

語
游
侠
、
則
白
晝
殺
人
、
不
以
爲
非
。
此
豈
其
誠
能
也
哉
。
白

始
以
詩
酒
奉
事
明
皇
、
遇
讒
而
去
、
所
至
不
改
其
舊
。
永
王
將

竊
據
江
淮
、
白
起
而
從
之
不
疑
、
遂
以
放
死
。
今
觀
其
詩
固
然
。

唐
詩
人
李
杜
稱
首
、
今
其
詩
皆
在
、
杜
甫
有
好
義
之
心
、
白
所

不
及
也
。
漢
高
帝
歸
豐
沛
、
作
歌
曰
、「
大
風
起
兮
雲
飛
揚　

威
加
海
内
兮
歸
故
郷　

安
得
猛
士
兮
守
四
方
」。
高
帝
豈
以
文

字
高
世
者
哉
。
帝
王
之
度
固
然
、
發
於
其
中
而
不
自
知
也
。
白

詩
反
之
曰
、「
但
歌
大
風
雲
飛
揚　

安
用
猛
士
守
四
方
」。
其
不

識
理
如
此
。
老
杜
贈
白
詩
、有「
細
論
文
」之
句
、謂
此
類
也
哉
。）

　

こ
こ
で
は
李
白
へ
の
そ
れ
を
確
認
で
き
る
が
、
詩
作
に
名
の
あ
る

人
物
を
挙
げ
て
は
痛
烈
な
批
難
を
加
え
る
と
い
っ
た
内
容
は
全
段
に

亙
り
、
先
の
張
海
鴎
氏
が
、
体
裁
も
然
る
こ
と
な
が
ら
思
想
こ
そ
独

特
と
し
た
点
に
は
、
一
応
肯
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
に
注
目
し

つ
つ
蘇
轍
の
思
想
性
を
論
じ
た
、曽
棗
荘
氏
の
言（
６
）も

併
せ
て
掲
げ
る
。

揚
杜
抑
李
本
是
宋
人
的
普
遍
傾
向
、
不
足
深
責
。
但
蘇
轍
這
段

話
確
実
太
過
頭
了
、
以
至
被
人
斥
為
〝
狂
悖
庸
妄
〞。（
錢
振
鍠

『
詩
話
』
巻
上
）

　

頑
迷
固
陋
な
る
潁
濱
遺
老
の
独
特
に
し
て
過
剰
な
作
、「
詩
病
五

事
」
は
、
も
は
や
異
端
の
感
す
ら
深
め
て
い
る
。
し
か
し
、
一
見
し

て
奇
異
な
印
象
を
抱
か
せ
る
作
品
も
、
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
系
統
を

看
取
で
き
よ
う
し
、
そ
の
試
み
な
く
し
て
結
論
に
は
至
る
ま
い
。
先

ず
は
、「
詩
病
」
を
扱
う
そ
の
他
の
記
事
を
吟
味
す
る
要
が
あ
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
に
は
、「
詩
病
五
事
」
の
構
成
に
意
図
を
疑
う
試
み

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、佐
藤
保
先
生
の
論
文（

７
）を

引
く
。

　
『
文
集
』
収
録
の
「
筆
説
」
一
巻
は
、
弟
子
の
蘇
轍
が
か
れ

の
家
に
あ
っ
た
欧
陽
修マ

マ

の
書
き
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
末
尾
に
、
蘇
轍
の
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
正
月
の
題
記

を
も
つ
が
、
そ
の
中
に
「
李
白
杜
甫
詩
優
劣
説
」
と
い
う
一
文

が
あ
り
、
欧
陽
修
は
、
李
白
の
「
襄
陽
歌
」
の
数
句
を
ひ
い
て

李
白
詩
の
特
徴
で
あ
る
「
横
放
」（
奔
放
さ
）
を
述
べ
な
が
ら
、
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蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考 

九
三

杜
甫
が
李
白
を
凌
駕
す
る
の
は
「
精
強
」（
精
密
な
表
現
を
駆

使
し
て
の
つ
よ
さ
）
と
い
う
面
だ
け
で
、李
白
の
「
天
才
自
放
」

（
天
才
を
も
ち
み
ず
か
ら
を
と
き
放
つ
）
点
に
お
い
て
は
、
杜

甫
は
と
う
て
い
及
ぶ
べ
く
も
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。
後
世
の

李
杜
優
劣
論
の
嚆
矢
と
な
っ
た
こ
の
一
文
か
ら
は
、
総
体
的
に

李
白
の
方
が
杜
甫
よ
り
も
優
れ
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

　

約
三
十
年
の
隔
た
り
こ
そ
あ
れ
、
蘇
轍
が
李
白
と
杜
甫
と
の
比
較

に
筆
を
執
る
際
、
右
に
見
る
「
李
白
杜
甫
詩
優
劣
説
」
を
想
起
せ
ず

に
い
た
と
は
見
做
し
難
い
。む
し
ろ
晩
年
の
杜
門
蟄
居
に
在
っ
て
は
、

歐
陽
脩
そ
の
人
や
彼
の
活
躍
期
に
ま
で
回
顧
は
及
び
得
よ
う
し
、
落

差
に
嗟
嘆
す
る
姿
を
そ
こ
に
想
像
す
る
こ
と
さ
え
許
さ
れ
ま
い
か
。

　

孫
の
蘇
籀
が
著
し
た『
欒
城
遺
言
』は
、こ
の
疑
念
を
一
層
深
め
る
。

　

公
曰
は
く
、
李
太
白
の
詩
の
人
に
過
ぐ
る
や
、
其
の
平
生
の

享
く
所
、浮
花
浪
蕊
の
ご
と
く
ん
ば
な
り
。其
の
詩
に
云
ふ
、「
羅

幃 

舒
卷　

人
の
開
く
有
る
に
似
た
り　

明
月 

直
入
し　

無
心

に
し
て
猜
ふ
べ
し
」（「
獨
漉
篇
」）
と
。
及
ぶ
べ
か
ら
ず 

と
。

（
公
曰
、
李
太
白
詩
過
人
、
其
平
生
所
享
、
如
浮
花
浪
蕊
。
其

詩
云
、「
羅
幃
舒
卷　

似
有
人
開　

明
月
直
入　

無
心
可
猜
」。

不
可
及
。）

　

別
段
な
い
と
こ
ろ
か
ら
詩
興
を
生
み
出
す
李
白
の
才
、
歐
陽
脩
の

言
う
「
天
才
自
放
」
を
認
め
た
言
質
で
あ
る
。「
詩
病
五
事
」
が
別

の
結
論
を
導
く
の
は
、
単
に
杜
甫
を
揚
げ
る
た
め
で
は
あ
る
ま
い
。

　

同
様
の
指
摘
は
、
続
く
第
二
段
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
『
詩
經
』
大
雅
「
緜
」
を
範
と
し
て
掲
げ
た
う
え
で
、杜
甫
「
江

頭
に
哀
し
む（「
哀
江
頭
」）」詩
を
示
し
、「
詩
人
の
遺
法
を
得
た
り（
得

詩
人
之
遺
法
）。」
と
評
す
る
。
一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
白
居
易
に
つ

い
て
は
、
詩
句
の
引
用
も
な
い
ま
ま
、
以
下
の
よ
う
に
論
断
す
る
。

白
樂
天
の
詩
の
ご
と
き
は
、
詞 

甚
だ
工
な
る
も
、
然
れ
ど
も

紀
事
に
拙
く
、
寸
歩
す
ら
遺
さ
ざ
る
に
、
猶
ほ
之
を
失
ふ
を
恐

る
る
が
ご
と
し
。
此
れ
老
杜
の
藩
垣
を
望
め
ど
も
及
ば
ざ
る
所

以
な
り
。

（
如
白
樂
天
詩
、詞
甚
工
、然
拙
於
紀
事
、寸
歩
不
遺
、猶
恐
失
之
。

此
所
以
望
老
杜
之
藩
垣
而
不
及
也
。）

　

と
こ
ろ
が
、蘇
轍
の
詩
文
に
見
え
る
白
居
易
評
は
こ
れ
に
異
な
る
。

蓋
し
唐
世
の
士
大
夫
、
達
者 

樂
天
に
如
く
は
寡
か
り
し
な
ら

ん
。

（
蓋
唐
世
士
大
夫
、
達
者
如
樂
天
寡
矣
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
書
二
白
樂
天
集
一
後　

二
首
」

樂
天
・（
劉
）
夢
得 

老
ひ
て
相
從
ひ 

樂
天
夢
得
老
相
從

洛
下
の
詩
流 

二
雄
を
得
た
り 

洛
下
詩
流
得
二
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
讀
二
樂
天
集
一
戲
作
二
五
絶
一
」
其
一
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九
四

　

右
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
欒
城
後
集
』（
巻
二
十
一
）、『
欒
城
第
三
集
』

（
巻
三
）
所
収
の
作
で
あ
り
、
白
居
易
を
高
く
評
価
し
て
い
る
点
に

加
え
、
隠
居
の
日
々
に
お
け
る
白
居
易
へ
の
愛
着
傾
向
を
も
窺
い
知

れ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
覆
す
か
の
ご
と
き
主
張
も
ま
た
、「
詩
病
五
事
」

各
段
の
内
容
や
配
置
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
意
図
を
疑
わ
せ
る
。

　

従
来
説
に
見
る
特
異
性
を
受
け
容
れ
よ
う
に
も
、
こ
れ
ら
を
等
閑

に
附
す
こ
と
に
は
な
お
躊
躇
す
る
。
以
下
に
、「
詩
病
」
と
「
五
事
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
じ
、
あ
ら
た
め
て
「
詩
病
五
事
」
の
文
学

的
位
置
付
け
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
作
品
の
真
意
に
迫
り
た
い
。

三
、「
詩
病
」
概
観

　

そ
も
そ
も
「
詩
病
」
と
は
、
詩
話
隆
盛
以
前
に
成
る
詩
格
や
詩
式

に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
張
伯
偉
氏
の
言（
８
）を
掲
げ
る
。

病
犯
。見《
文
鏡
秘
府
論
》西
卷
。空
海
在《
論
病
》中
指
出
：「（
周
）

顒
・（
沈
）
約
已
降
、（
元
）
兢
・（
崔
）
融
以
往
、聲
譜
之
論
鬱
起
、

病
犯
之
名
爭
興
。
家
製
格
・
式
、
人
談
疾
累
。」
明
確
提
出
「
詩

病
」
之
説
、
實
始
自
沈
約
。
…引
用
者…
。
可
見
、
唐
人
論
病
犯
、
有

時
還
比
較
注
意
音
律
及
文
字
的
自
然
性
、
顯
得
較
爲
靈
活
。
這

也
是
衆
多
詩
人
通
過
長
期
實
踐
以
後
得
出
的
結
論
。

　

右
の
過
程
を
形
式
の
上
か
ら
繙
け
ば
、
そ
の
記
述
に
採
択
さ
れ
た

型
は
二
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
や
詩
句
を
掲
げ
て
診
断
を
下
す

も
の
と
、「
詩
病
」
の
分
類
、及
び
そ
の
解
説
を
記
す
も
の
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
仮
に
、
前
者
を
教
示
型
、
後
者
を
教
則
型
と
呼
ぶ（
９
）。

　

教
示
型
と
は
、
外
な
ら
ず
、
探
究
者
に
教
示
す
る
型
の
謂
で
あ
る

が
、
文
学
的
系
統
に
関
し
て
言
え
ば
、
答
述
を
主
と
す
る
問
答
文
学

で
あ
る）
10
（

。
そ
の
淵
源
は
、
有シ

ャ
ー
マ
ン

能
者
を
介
す
る
神
言
・
神
意
の
記
録
で

あ
り
、
後
に
は
『
論
語
』
の
ご
と
き
有
識
者
・
有
徳
者
の
言
行
録
と

な
る
。
前
者
が
絶
対
的
権
威
を
持
つ
こ
と
は
勿
論
、
後
者
も
ま
た
、

探
究
者
が
指
針
と
し
て
拠
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
自
身
の

思
索
で
は
及
ば
ぬ
高
次
な
見
解
、
乃
至
は
理
念
を
書
き
留
め
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
筆
録
の
意
義
は
、
時
や
場
を
分
か
つ
者
が
共
有
で

き
る
点
に
こ
そ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
型
の
例
と
し
て
、王
叡『
炙
轂
子
詩
格
』「
句
病
體
」を
掲
げ
る
。

詩
に
云
ふ
、「
沙
摧
き
て
金
井
竭
き　

樹
は
老
い
玉

は
平
ら

か
な
り
」
と
。
上
句
は
五
字
一
體
、
血
脈 

相
連
な
る
。「
樹
」

と
「
玉

」
と
の
ご
と
き
は
是
れ
二
物
に
し
て
、
各
體
の
血
脈 

相
連
な
ら
ず
。

（
詩
云
、「
沙
摧
金
井
竭　

樹
老
玉

平
」。
上
句
五
字
一
體
、

血
脈
相
連
。
若「
樹
」與「
玉

」是
二
物
、各
體
血
脈
不
相
連
。）

　

右
は
、
有
識
者
の
教
示
の
み
を
記
す
が
、
傾
聴
者
や
読
者
の
関
心

を
前
提
と
す
る
答
述
で
あ
る
。
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
示
す
例
と
し
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蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考 

九
五

て
、
神
彧
『
詩
格
』「
詩
病
を
論
ず
（
論
詩
病
）」
の
記
事
が
あ
る
。

　

夫
れ
詩
を
爲
る
者
は
、
全
篇
も
て
玄
妙
に
造
る
を
得
難
し
。

「
人
の
藍
田
に
宰
た
る
を
送
る
」
に
「
瘦
馬
は
餐
粟
稀
に　

羸

童
は
錢
を
識
ら
ず　

君
の
ご
と
く
苦
節
に
淸
く
ん
ば　

到
る
處 

人
の
傳
ふ
る
有
ら
ん
」（
裴
説
「
送
二
人
宰
一レ
邑
」
詩
）
と
。
或

る
ひ
と
問
ふ
、「
此
れ
詩
病 

何
れ
の
處
に
か
在
る
」と
。曰
は
く
、

上
の
兩
句
有
り
て
了
は
る
も
、又
「
苦
節
に
淸
し
」
と
言
ふ
は
、

是
れ
重
疊
な
り
。
賈
島
が
「
藍
田
主
簿
に
贈
る
」
に
「
久
し
く

別
る 

丹
陽
の
浦　

時
時 

釣
船
を
夢
む
」（「
題
二
皇
甫
荀
藍
田

廳
一
」
詩
）
と
。
此
く
の
ご
と
き
斷
句
、
方
に
佳
と
爲
さ
ん
と
。

（
夫
爲
詩
者
、
難
得
全
篇
造
於
玄
妙
。「
送
人
宰
藍
田
」「
瘦
馬

稀
餐
粟　

羸
童
不
識
錢　

如
君
淸
苦
節　

到
處
有
人
傳
」。
或

問
、
此
詩
病
在
何
處
。
曰
、
有
上
兩
句
了
、
又
言
「
淸
苦
節
」、

是
重
疊
也
。
賈
島
「
贈
藍
田
主
簿
」「
久
別
丹
陽
浦　

時
時
夢

釣
船
」。
如
此
斷
句
、
方
爲
佳
矣
。）

　
「
或
問
」
か
ら
の
一
文
と
、答
述
の
「
曰
」
に
つ
い
て
は
、先
の
『
炙

轂
子
詩
格
』
の
記
事
に
も
挿
入
が
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ

れ
を
除
い
て
、
両
者
に
択
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
詩
作
の
指
南
書
で
あ
る
詩
格
は
、
貢
挙
と
相
俟
っ
て
隆
盛

に
至
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
成
立
の
陰
に
、
聯
句
に
興
じ
た
「
無

名
の
坐
客
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
愛
甲
弘
志
氏
は
、
詩
格
の
体
裁
の

不
揃
い
な
点
に
注
目
し
、「
必
ず
し
も
不
特
定
多
数
の
読
者
を
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る）
11
（

。

詩
格
も
そ
の
大
多
数
は
限
ら
れ
た
場
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
を
ま

と
め
た
札
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
ら
の
作
者
が
〈
舊
題
〉
と
さ
れ
て
不
明

確
で
あ
る
の
は
言
う
に
及
ば
す
、
作
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
も
の
も
、
或
い
は
本
人
の
手
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
周
囲

の
者
が
書
き
留
め
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

今
日
、
伝
わ
っ
て
い
る
詩
格
の
殆
ど
が
完
全
で
は
な
い
の
も
、

こ
の
辺
り
に
起
因
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
詩
格
の
書
を
支
え
て
い
た
人
た
ち
の
存
在
を
こ
こ
に
見
る
の

で
あ
る
。

　

教
示
型
が
実
践
の
記
録
で
あ
る
以
上
、
事
前
に
読
者
を
想
定
し
た

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
論
述
の
型
を
眺
め
る
う
え
で
は
影
響
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
氏
の
言
を
踏
ま
え
る
と
、
教
示
型
と
は
、
当
を

得
た
指
摘
、乃
至
は
一
致
を
見
た
詩
評
の
記
録
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

問
答
文
学
に
お
い
て
想
起
さ
れ
る
も
の
は
、
例
え
ば
、『
楚
辭
』「
卜

居
」
に
お
い
て
、
屈
原
が
、「
願
は
く
は
先
生
に
因
り
て
之
を
決
せ

ん
（
願
因
先
生
決
之
）。」
と
述
べ
、種
々
の
選
択
肢
を
挙
げ
た
後
、「
此

れ
孰
れ
か
吉 

孰
れ
か
凶
な
ら
ん
。
何
れ
を
か
去
り 

何
れ
に
か
從
は

ん
（
此
孰
吉
孰
凶
。
何
去
何
從
）。」
と
問
う
た
が
ご
と
き
、
探
究
者
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の
真
摯
な
姿
勢
で
あ
る
。
し
か
し
、「
詩
病
」
に
関
す
る
実
態
と
し

て
は
、
場
に
臨
む
者
は
い
ず
れ
も
探
究
者
で
あ
り
、
ま
た
教
示
者
で

あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
の
特
質
に
つ
い

て
は
注
目
し
て
よ
い
が
、
詳
細
は
後
述
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
方
、
教
則
型
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
『
周
禮
』
天
官
冢
宰
「
大

宰
之
職
」
の
ご
と
く
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
継
承
す
べ
き
内
容
を
精

査
し
、既
に
体
系
化
の
成
さ
れ
た
形
で
説
明
し
て
い
く
も
の
を
謂
う
。

　

邦
の
六
典
を
建
つ
る
を
掌
り
、
以
て
王
の
邦
國
を
治
む
る
を

佐
く
。
一
を
『
治
典
』
と
曰
ひ
、
以
て
邦
國
を
經
め
、
以
て
官

府
を
治
め
、
以
て
萬
民
を
紀
む
。
二
を
『
教
典
』
と
曰
ひ
、
以

て
邦
國
を
安
ん
じ
、
以
て
官
府
に
教
へ
、
以
て
萬
民
を
擾
ら
す
。

…
…
。

（
掌
建
邦
之
六
典
、
以
佐
王
治
邦
國
。
一
曰
治
典
、
以
經
邦
國
、

以
治
官
府
、
以
紀
萬
民
。
二
曰
教
典
、
以
安
邦
國
、
以
教
官
府
、

以
擾
萬
民
…
…
。）

　
「
詩
病
」
の
主
眼
が
詩
作
の
技
巧
面
に
置
か
れ
た
時
期
に
お
い
て

は
、
先
の
教
示
型
に
、
新
生
面
を
開
き
続
け
る
意
外
性
や
、
問
答
の

反
復
に
よ
っ
て
核
心
部
を
披
露
し
て
い
く
複
雑
性
な
ど
は
想
定
し
難

く
、
一
時
的
に
限
界
が
訪
れ
る
。
対
す
る
教
則
型
は
、「
詩
病
」
に

関
す
る
知
識
の
普
及
定
着
に
有
効
で
あ
り
、
必
然
的
に
主
流
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
、
愛
甲
氏
の
言
う
「
不
特
定
多

数
の
読
者
」
を
想
定
し
て
良
い
。

　

教
則
型
の
例
と
し
て
、
梅
堯
臣
『
續
金
鍼
詩
格
』「
詩
に
八
病
有

り
（
詩
有
八
病
）」
を
掲
げ
、
後
に
二
点
の
指
摘
を
加
え
る
。

　

一
を
「
平
頭
」
と
曰
ふ
。
第
一
字
、
第
六
字
と
同
聲
な
る
を

得
ず
。
第
二
字
、第
七
字
と
同
聲
な
る
を
得
ず
。
詩
に
曰
は
く
、

「
今
日
の
良
宴
會　

歡
樂 

具
さ
に
は
陳
べ
難
し
」（
古
詩
十
九

首 

其
四
）
と
。「
今
」、「
歡
」
と
同
聲
（
去
声
）、「
日
」、「
樂
」

と
同
聲
（
入
声
）
な
り
。
二
を
「
上
尾
」
と
曰
ふ
。
第
五
字
、

第
十
字
と
同
聲
な
る
を
得
ず
。
詩
に
曰
は
く
、「
西
北
に
高
樓

有
り　

上
は
浮
雲
と
齊
し
」（
古
詩
十
九
首 

其
五
）
と
。「
樓
」、

「
齊
」
と
同
聲
（
平
声
）
な
り
。
…
…
。

（
一
曰
平
頭
。
第
一
字
、
不
得
與
第
六
字
同
聲
。
第
二
字
、
不

得
與
第
七
字
同
聲
。
詩
曰
「
今
日
良
宴
會　

歡
樂
難
具
陳
」。

今
與
歡
同
聲
、
日
與
樂
同
聲
。
二
曰
上
尾
。
第
五
字
、
不
得
與

第
十
字
同
聲
。
詩
曰
「
西
北
有
高
樓　

上
與
浮
雲
齊
」。
樓
與

齊
同
聲
。
…
…
。）

　

梅
堯
臣
は
、
白
居
易
『
金
鍼
詩
格
』
に
見
る
病
名
の
列
挙
（「
一

曰
二

平
頭
一
。
二
曰
二

上
尾
一
。
…
…
。」）
を
不
十
分
と
し
、
こ
れ
に

補
筆
し
て
、『
續0

金
鍼
詩
格
』
の
同
項
を
成
し
た
。
こ
れ
は
、
知
的

財
産
の
継
承
に
重
き
を
置
き
、
教
則
の
充
実
化
を
期
し
た
た
め
と
見

え
る
。
同
時
に
、
幾
多
の
詩
作
者
が
経
験
を
も
と
に
議
論
を
重
ね
た
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詩
病
五
事
」
考 

九
七

「
詩
病
」
は
、
一
応
の
完
結
を
見
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な

れ
ば
、
教
則
型
は
、
探
究
者
個
々
の
疑
問
に
対
処
す
る
も
の
で
は
な

く
、
伝
授
す
る
側
の
用
意
し
た
内
容
を
全
て
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
梅
堯
臣
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
は
、
自
身
の
観
点
か
ら
、

従
来
の
枠
を
越
え
た
「
詩
病
」
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
、
彼
と
親

交
の
深
い
歐
陽
脩
の
『
六
一
詩
話
』
か
ら
窺
え
る
点
で
あ
る
。

四
、
歐
陽
脩
『
六
一
詩
話
』

　

こ
れ
ま
で
、「
詩
病
」
論
述
の
型
に
は
、
教
示
型
と
教
則
型
と
が

あ
り
、「
詩
病
」の
共
有
化
が
肝
要
と
見
る
や
、教
則
型
が
主
流
と
な
っ

た
旨
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
以
降
に
成
る
詩
話
に
お
い
て
は
、
詩
や

詩
句
を
話
題
と
す
る
教
示
型
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

以
下
に
掲
げ
る
『
六
一
詩
話
』
の
記
事
か
ら
、
そ
の
形
式
と
内
容

と
を
確
認
さ
れ
た
い
。
内
容
に
関
し
て
は
、
評
価
基
準
の
変
化
に
加

え
、
先
に
保
留
と
し
た
、
集
団
の
特
質
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。

　

聖
兪 

嘗
て
云
へ
ら
く
は
、
詩
句
の
義
理
通
ず
と
雖
も
、
語

の
淺
俗
に
渉
り
て
笑
は
る
べ
き
、
亦
た
其
れ
病
な
り
。「
漁
父

に
贈
る
」
の
一
聯
に
「
眼
前
見
え
ず
市
朝
の
事　

耳
畔
惟
だ
聞

く
風
水
の
聲
」
と
云
ふ
有
る
が
ご
と
し
。
説
く
者
云
ふ
、「
肝

腎
を
患
ふ
の
風
な
り
」
と
。
又
、「
詩
を
詠
ず
る
者
」
に
云
ふ

有
り
、「
盡
日
覓
む
る
も
得
ず　

時
有
り
還
り
て
自
ず
か
ら
來

た
る
」と
。
本
と
詩
の
好
句
の
得
難
き
を
謂
へ
る
の
み
な
る
も
、

説
く
者
云
ふ
、「
此
れ
は
是
れ
人
家
の
猫
兒
を
失
卻
せ
る
の
詩

な
ら
ん
」
と
。
人 

皆
な
以
て
笑
を
爲
す
な
り 

と
。

（
聖
兪
嘗
云
、
詩
句
義
理
雖
通
、
語
渉
淺
俗
而
可
笑
者
、
亦
其

病
也
。
如
有
「
贈
漁
父
」
一
聯
云
「
眼
前
不
見
市
朝
事　

耳
畔

惟
聞
風
水
聲
」。
説
者
云
、
患
肝
腎
風
。
又
有
「
詠
詩
者
」
云

「
盡
日
覓
不
得　

有
時
還
自
來
」。
本
謂
詩
之
好
句
難
得
耳
、
而

説
者
云
、
此
是
人
家
失
卻
猫
兒
詩
。
人
皆
以
爲
笑
也
。）

　

先
ず
、
論
述
の
型
に
つ
い
て
は
、「
聖
兪
嘗
云
」
を
除
き
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
教
示
型
の
例
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
短
絡
的
に

こ
れ
を
自
他
変
容
の
型
と
見
做
す
ば
か
り
で
は
な
い
。「
聖
兪
嘗
云
」

は
、
例
え
ば
「
或
云
」
と
は
意
味
合
い
が
異
な
り
、
世
に
名
高
い
梅

堯
臣
の
見
解
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、何
ら
の
言
及
も
な
い
ま
ま『
六
一

詩
話
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
歐
陽
脩
が
こ
れ
に
首
肯
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
大
方
の
読
者
は
、
高
名
な
両
者
の
共
通
見
解
を

前
に
、
ひ
と
ま
ず
は
受
容
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
ま
し
て
、
梅
堯
臣
や

歐
陽
脩
に
效
お
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
尚
更
で
あ
る
。

　

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
或
る
日
の
談
笑

風
景
の
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
話
題
の
詩
が
、
い
ず
れ
も
詩
僧

貫
休
の
も
の
で
あ
る
点
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
実
態
が
浮
か
び
上
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九
八

が
っ
て
く
る
。
な
お
、
歐
陽
脩
自
身
の
言
に
も
、
技
巧
に
奔
走
す
る

詩
作
者
を
嗤
う
も
の
が
あ
り
、
今
ほ
ど
述
べ
た
実
態
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
併
せ
て
掲
げ
、そ
れ
を
確
認
し
た
い
。

　

詩
人 
好
句
を
貪
求
し
て
、
理
に
通
ぜ
ざ
る
有
る
も
、
亦
た

語
病
な
り
。「
袖
中
の
諫
草 

天
に
朝
し
て
去
り　

頭
上
の
宮
花 

宴
に
侍
し
て
歸
る
」（
王
操
「
贈
二
相
國
一
」
詩
）
の
ご
と
き
は
、

誠
に
佳
句
爲
る
も
、但
だ
諫
を
進
む
る
に
必
ず
草
疏
を
以
て
し
、

直
だ
に
稿
草
を
用
ゐ
る
の
理
無
し
。
唐
人
に
云
ふ
有
り
、「
姑

蘇
臺
下
の
寒
山
寺　

半
夜
の
鐘
聲 
客
船
に
到
る
」（
張
繼
「
楓

橋
夜
泊
」
詩
）
と
。
説
く
者
も
亦
た
云
ふ
、「
句
は
則
ち
佳
な

る
も
、其
れ
三
更
の
ご
と
き
は
是
れ
鐘
を
打
つ
時
な
ら
ず
」
と
。

　

賈
島
が
「
僧
を
哭
す
」
に
「
寫
し
留
む 
行
道
の
影　

焚
卻

す 

坐
禪
の
身
」（「
哭
二
柏
岩
和
尚
一
」
詩
）
と
云
ふ
が
ご
と
き

は
、
時
に
謂
は
る
、「
活
け
る
和
尚
を
燒
殺
せ
り
」
と
。
此
れ

尤
も
笑
ふ
べ
き
な
り
。「
歩
は
隨
ふ 

靑
山
の
影　

坐
し
て
學
ぶ 

白
塔
骨
」（「
贈
二
智
朗
彈
師
一
」
詩
）、
又
、「
獨
り
行
く 
潭
底

の
影　

數
し
息
ふ 

樹
邊
の
身
」（「
送
二
無
可
上
人
一
」
詩
）
の

ご
と
き
は
、
皆
な
島
の
詩
に
し
て
、
何
ぞ
精
粗
の
頓
に
異
な
ら

ん
や
。

（
詩
人
貪
求
好
句
、
而
理
有
不
通
、
亦
語
病
也
。
如
「
袖
中
諫

草
朝
天
去　

頭
上
宮
花
侍
宴
歸
」、
誠
爲
佳
句
矣
、
但
進
諫
必

以
草
疏
、
無
直
用
稿
草
之
理
。
唐
人
有
云
「
姑
蘇
臺
下
寒
山
寺

半
夜
鐘
聲
到
客
船
」。
説
者
亦
云
、
句
則
佳
矣
、
其
如
三
更
不

是
打
鐘
時
。如
賈
島「
哭
僧
」云「
寫
留
行
道
影　

焚
卻
坐
禪
身
」、

時
謂
燒
殺
活
和
尚
。
此
尤
可
笑
也
。
若
「
歩
隨
靑
山
影　

坐
學

白
塔
骨
」、
又
「
獨
行
潭
底
影　

數
息
樹
邊
身
」、
皆
島
詩
、
何

精
粗
頓
異
也
。）

　

先
ず
、
詩
格
に
お
け
る
「
詩
病
」
の
記
事
が
表
現
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
六
一
詩
話
』
に
お
け
る
そ
れ
は
、
内
容
に

重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ

き
は
、
便
宜
上
、
段
を
設
け
た
後
に
見
る
、
賈
島
の
滑
稽
化
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
梅
堯
臣
が
貫
休
の
詩
を
挙
げ
た
の
も
、
実
は
こ
れ
と
意
図

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
見
せ
し
め
で
あ
る
。

　

集
団
内
に
お
け
る
嘲
笑
は
、
そ
の
集
団
を
構
成
す
る
各
人
の
言
動

を
規
制
す
る
。
人
々
は
、
恥
辱
と
排
除
と
を
受
け
ぬ
よ
う
留
意
す
る

際
、
自
身
の
見
解
を
、
集
団
の
そ
れ
に
摩
り
替
え
る
の
で
あ
る
。『
社

会
学
的
方
法
の
基
準
』（
一
八
九
五
年
）
に
お
い
て
、
斯
様
な
集
団

意
識
の
拘
束
力
を
説
い
た
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
氏
は
、「
宗

教
生
活
の
起
源
に
つ
い
て
の
講
義）

12
（

」（
一
九
〇
七
年
）
に
お
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

社
会
が
一
人
の
人
間
に
熱
中
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
こ
の

人
間
は
極
度
の
崇
拝
の
対
象
と
な
り
、
い
か
ほ
ど
か
神
格
化
さ
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」
考 

九
九

れ
る
の
に
十
分
な
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
集
合
的
信
仰
は

聖
な
る
特
性
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
の
信
仰
に
つ
い
て
論
議
す

る
こ
と
は
全
く
冒
瀆
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

文
章
で
名
を
馳
せ
た
歐
陽
脩
に
は
、
圧
倒
的
な
存
在
感
を
有
す
る

自
ら
を
中
心
と
し
た
、
有
形
無
形
の
集
団
が
形
成
さ
れ
る
。
共
に
詩

を
語
る
者
や
、『
六
一
詩
話
』
の
読
者
、
私
淑
す
る
人
々
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
す
る
と
、『
六
一
詩
話
』
は
、
か
つ
て
紅
勒
帛
に
よ
り
文

体
を
一
変
さ
せ
た
ほ
ど
の
露
骨
さ
は
な
い
も
の
の
、新
た
な
「
詩
病
」

の
提
示
に
よ
り
、
彼
の
支
持
者
、
及
び
そ
の
周
辺
に
対
し
て
、
詩
作

の
捉
え
方
に
変
化
を
齎
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

世
の
詩
作
者
の
観
点
は
、
如
何
に
詩
句
を
整
然
と
並
べ
る
か
と

い
っ
た
点
に
陥
っ
て
い
る
。
従
来
の
「
詩
病
」
を
前
提
か
ら
外
さ
な

い
ま
で
も
、
過
度
に
技
巧
面
を
重
視
し
た
詩
作
の
在
り
方
に
は
一
石

を
投
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
歐
陽
脩
ら
は
、
主
眼
を
別

に
置
く
「
詩
病
」
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、こ
の
こ
と
が
、「
詩
病
」

の
記
事
に
新
規
の
観
点
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
「
詩
病
五
事
」
を
眺
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
記
述
の

型
は
教
示
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
観
点
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
価
値
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
前
例
の
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
第
一
段
に
関
し
て
言
え
ば
、
李
杜
の

優
劣
を
含
む
前
半
の
李
白
評
が
や
や
分
量
を
持
つ
も
の
の
、
漢
の
高

帝
の
「
大
風
歌
」
を
肯
定
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
李
白
詩
を
否
定
す

る
箇
所
は
、そ
の
根
拠
も
含
め
、『
六
一
詩
話
』
を
一
瞥
し
た
後
に
は
、

別
段
の
違
和
感
を
覚
え
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
詩
病
」
の
記
事
の
概
観
を
通
じ
て
は
、「
詩
病
五
事
」
が
前
例
か

ら
逸
脱
し
た
作
品
で
あ
る
と
は
見
做
せ
な
い
。
ま
た
、
過
剰
と
も
取

れ
る
痛
烈
な
批
判
に
つ
い
て
も
、
梅
堯
臣
や
歐
陽
脩
の
例
に
見
る
滑

稽
化
と
軌
を
一
に
し
、
詩
作
者
の
観
点
に
刷
新
を
迫
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
先
に
用
意
さ
れ
て
い
る
全
段
を
通
じ
て
の
主
張

を
、
よ
り
鮮
烈
な
も
の
に
す
る
構
造
下
に
あ
っ
た
と
見
え
る
。

五
、
蘇
轍
「
洪
範
五
事
説
一
首
」

　
「
詩
病
五
事
」
の
第
一
段
・
第
二
段
に
見
る
、
李
白
・
白
居
易
へ

の
言
及
に
覚
え
る
違
和
感
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、「
五
事
」
を
確

認
す
る
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
詩
病
」
の
記
事
の
前
例
に
倣
え
ば
、

「
詩
有
五
病
0

0

」と
題
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、『
欒
城
第
三
集
』が
、

「
詩
病
五
事
」
の
直
前
に
「
洪
範
五
事
説
一
首
」
を
収
め
て
い
る
点

に
つ
い
て
は
、
よ
り
早
く
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
以

下
に
そ
の
冒
頭
を
示
し
、「
五
事
」
に
関
す
る
言
及
を
確
認
す
る
。

　

昔 
禹 

『
洛
書
』
を
觀
て
、
九
疇
の
次
を
得
、「
初
め
一
を

五
行
と
曰
ひ
、次
い
で
二
を
敬
む
に
五
事
を
用
ゆ
と
曰
ふ
」
と
。
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一
〇
〇

二
者
は
天
・
人
の
道
に
し
て
、
九
疇
の
源
本
な
り
。
漢
の
劉
向

父
子
、
始
め
諸
儒
の
説
を
采
り
て
、『
五
行
傳
』
を
作
る
。
其

の
五
事
を
論
ず
る
や
、
其
の
實
を
失
ふ
者 

過
半
な
る
も
、
後

世 

之
に
因
る
。
予 

以
て
然
ら
ず
と
爲
し
、
乃
ち
之
が
爲
に
説

き
て
曰
は
く
、

　

五
行
は
天
事
な
り
。
五
事
は
人
事
な
り
。
五
行
の
先
後
、
天

事
を
以
て
之
を
言
ふ
。
五
事
の
先
後
、人
事
を
以
て
之
を
言
ふ
。

…
…
。
人
の
生
ま
る
る
や
、
形
色 

具
は
り
て
聲
氣 

之
に
継
ぐ
。

形
氣 

具
は
り
て
視
聽 

之
に
継
ぐ
。
形
氣
・
視
聽 

具
は
り
て
喜

怒
哀
樂
の
變 

至
り
、喜
怒
哀
樂 
既
に
至
り
て
思 

焉
よ
り
生
ず
。

喜
怒
哀
樂
の
未
だ
至
ら
ず
ん
ば
則
ち
思
無
く
、
爲
無
き
な
り
。

思
無
く
爲
無
く
ん
ば
則
ち
性
な
り
。
性
は
五
事
に
あ
ら
ず
し
て

五
事
の
依
る
所
な
り
。
故
に
形
色 

貌
を
爲
し
、
聲
氣 

言
を
爲

し
、
目 

視
を
爲
し
、
耳 

聽
を
爲
し
、
心 

思
を
爲
し
、
此
れ
五

事
の
先
後
を
爲
す
所
以
な
り
。

（
昔
禹
觀
『
洛
書
』、
而
得
九
疇
之
次
、「
初
一
曰
五
行
、
次
二

曰
敬
用
五
事
」。
二
者
天
人
之
道
、
而
九
疇
之
源
本
也
。
漢
劉

向
父
子
、
始
采
諸
儒
之
説
、
而
作
『
五
行
傳
』。
其
論
五
事
、

失
其
實
者
過
半
、
後
世
因
之
。
予
以
爲
不
然
、
乃
爲
之
説
曰
、

五
行
天
事
也
。
五
事
人
事
也
。
五
行
之
先
後
、
以
天
事
言
之
。

五
事
之
先
後
、
以
人
事
言
之
。
…
…
。
人
之
生
也
、
形
色
具
而

聲
氣
継
之
。
形
氣
具
而
視
聽
継
之
。
形
氣
視
聽
具
而
喜
怒
哀
樂

之
變
至
、
喜
怒
哀
樂
既
至
而
思
生
焉
。
喜
怒
哀
樂
之
未
至
則
無

思
也
、
無
爲
也
。
無
思
無
爲
則
性
也
。
性
非
五
事
而
五
事
之
所

依
也
。
故
形
色
爲
貌
、
聲
氣
爲
言
、
目
爲
視
、
耳
爲
聽
、
心
爲

思
、
此
五
事
之
所
以
爲
先
後
也
。）

　

前
段
に
つ
い
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
父
の
蘇
洵
に
「
洪
範
論
」

（『
嘉
祐
集
』
巻
八
）
が
あ
る
な
ど
、
洪
範
へ
の
注
釈
の
試
み
は
蘇
轍

に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
宋
代
に
お
い
て
洪
範
解
釈
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
は
、
既
に
吾
妻
重
二
氏）
13
（

や
小
島
毅
氏）
14
（

の

論
考
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
き
に
吾
妻
氏
は
、
宋
代
に
成
る
洪

範
関
連
の
専
著
を
一
覧
化
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

宋
代
に
お
い
て
經
書
中
の
一
篇
が
單
行
し
、
そ
れ
に
注
釋
、
解

説
が
多
く
施
さ
れ
た
も
の
の
筆
頭
が
『
大
學
』『
中
庸
』
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
數
量
は
そ
れ
に
次
ぐ
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

右
は
、
宋
代
全
体
を
俯
瞰
し
て
の
言
で
は
あ
る
も
の
の
、
先
の
蘇

洵
に
せ
よ
、
蘇
轍
に
せ
よ
、
こ
う
い
っ
た
時
代
の
潮
流
は
認
識
し
得

て
い
た
。
そ
れ
は
、
災
異
説
の
是
非
を
問
う
、
学
問
的
、
政
策
的
な

議
論
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
別
の
側
面
を
有
す
る
も
の
と
も
な
っ
た
。

神
宗
朝
に
は
、
周
知
の
如
く
舊
法
黨
側
か
ら
王
安
石
の
罷
免
を

求
め
て
災
異
説
が
執
拗
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
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一
〇
一

か
な
り
政
治
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
論
據
の
一
つ

が
洪
範
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
注
意
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
ま
た
…
…
こ
の
時
期
に
は
洪
範
の
注
釈
と
し
て
も
王

安
石
を
攻
擊
す
る
も
の
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。 

（
同
前
）

　

神
宗
の
治
世
（
一
〇
六
七―

一
〇
八
五
）
か
ら
は
歳
月
を
隔
て
る

も
の
の
、
こ
こ
に
見
る
が
ご
と
き
解
釈
の
有
り
様
が
、「
詩
病
五
事
」

の
前
段
階
と
し
て
あ
っ
た
。
い
ま
は
そ
れ
に
留
め
、
本
題
に
戻
る
。

　

さ
て
、
後
段
の
内
容
は
、
概
ね
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
。

　
「
五
事
」
は
「
人
事
」
で
あ
り
、
人
が
成
長
し
て
い
く
過
程
に
即

し
て
順
序
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
世
に
生
を
受
け
た
人
（
貌
）
は
、

先
ず
声
を
発
し
て
（
言
）
周
囲
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
。
続
い
て
、
自

身
の
置
か
れ
た
環
境
内
に
あ
る
事
物
、
状
況
を
そ
の
眼
で
捉
え
よ
う

と
し
（
視
）、
教
え
を
聞
い
て
（
聴
）
真
相
や
是
非
を
知
る
。
こ
れ

ら
の
経
験
に
付
随
し
て
感
情
が
細
分
化
さ
れ
た
後
、
自
ら
考
え
る

（
思
）。

　

こ
れ
に
や
や
言
及
す
る
と
、
新
生
児
は
ま
だ
目
の
開
か
ぬ
う
ち
に

も
産
声
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
言
」
は
「
視
」・「
聴
」
に
先

行
し
よ
う
。
ま
た
、「
視
」
と
「
聴
」
と
は
、
右
に
見
る
通
り
に
並

列
で
は
な
い
。
加
え
て
、
人
は
学
び
を
得
る
ご
と
に
新
た
な
存
在
と

な
り
、
同
じ
順
序
で
更
な
る
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
「
詩
病
五
事
」
に
か
え
る
と
、
先
ず
問
題
視
さ

れ
る
の
は
、
李
白
詩
に
見
る
不
誠
実
さ
で
あ
り
、
続
い
て
指
摘
さ
れ

る
の
は
、
白
居
易
の
筆
致
の
不
足
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、「
貌
」

を
整
え
、「
言
」
を
磨
く
必
要
性
を
説
く
も
の
と
見
え
る
。
従
来
の

詩
格
に
お
け
る
「
詩
病
」
の
記
事
も
「
言
」
の
習
得
の
た
め
の
知
識

と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
修
養
が
な
け
れ
ば
、
畢
竟
、
虚
言

空
言
の
列
挙
で
あ
り
、
巧
言
令
色
の
類
と
な
る
よ
り
な
い
。
梅
堯
臣

や
歐
陽
脩
が
憂
慮
し
た
点
を
も
解
消
し
得
る
主
張
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

　

続
く
第
三
段
で
は
、
文
王
、
武
王
の
征
伐
の
様
子
を
伝
え
る
『
詩

經
』
大
雅
「
皇
矣
」
及
び
「
大
明
」
に
つ
い
て
、「
其
の
征
伐
の
盛

ん
な
る
を
形
容
す
る
こ
と
此
に
極
ま
れ
り
（
其
形
容
征
伐
之
盛
極
於

此
矣
）。」
と
賞
し
た
う
え
で
、
劉
闢
の
最
期
を
詠
ん
だ
韓
愈
「
元
和

聖
德
詩
」
を
引
き
、
作
者
の
蒙
昧
さ
、「
視
」
の
難
点
を
挙
げ
る
。

此
れ
李
斯
の
秦
を
頌
し
て
言
ふ
に
忍
び
ざ
る
所
に
し
て
、
退
之 

自
ら
雅
・
頌
に
愧
づ
る
無
し
と
謂
へ
る
は
、
何
ぞ
其
れ
陋
な
ら

ん
や
。

（
此
李
斯
頌
秦
所
不
忍
言
、
而
退
之
自
謂
無
愧
於
雅
頌
、
何
其

陋
也
。）

　

さ
て
、「
詩
病
五
事
」
の
読
解
に
際
し
て
、「
洪
範
五
事
説
一
首
」

と
の
併
読
を
要
す
る
点
は
既
に
指
摘
し
得
た
よ
う
に
思
う
が
、
作
品

の
主
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
第
四
段
は
、
全
容
を
掲
げ
る
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
〇
二

唐
人 

詩
を
爲
る
に
工
な
る
も
、
道
を
聞
く
に
陋
な
り
。
孟
郊 

嘗
て
詩
に
曰
ふ
有
り
、「
薺
を
食
へ
ば
腸
も
亦
た
苦
く　

強
ひ

て
歌
ふ
も
聲
に
歡
無
し　

門
を
出
づ
れ
ば
礙
有
る
が
ご
と
き
に

　

誰
か
謂
は
ん
や 

天
地 

し
と
」（「
贈
二
別
崔
純
亮
一
」詩
）と
。

郊 

耿
介
の
士
な
る
に
、
天
地
の
大
な
る
と
雖
も
、
以
て
其
の

身
を
安
ん
ず
る
無
し
。
起
居
飲
食
に
す
ら
、戚
戚
の
憂
ひ
有
り
、

是
を
以
て
卒
に
窮
し
て
以
て
死
す
。
而
れ
ど
も
李
翺 

之
を
稱

し
、
郊
の
詩
を
以
爲
へ
ら
く
、「
高
處
は
古
に
在
り
て
上
無
く
、

平
處
す
ら
猶
ほ
下
に
沈
（
約
）・
謝
（
靈
運
）
を
顧
る
」（「
與
二

梁
肅
補
闕
一

書
」）
と
。
韓
退
之
に
至
る
も
亦
た
談
じ
て
口
に

容
れ
ず
。
甚
だ
し
き
か
な
、
唐
人
の
道
を
聞
か
ざ
る
や
。
孔
子 

顏
子
を
稱
す
ら
く
、「
陋
巷
に
在
り
、人
は
其
の
憂
ひ
に
堪
へ
ず
、

回
や 

其
の
樂
し
み
を
改
め
ず
」（『
論
語
』
雍
也
）
と
。
回 

窮

困
し
て
早
に
卒
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
身
を
處
す
る
の
非

に
非
ず
、
以
て
命
と
言
ふ
べ
く
、
孟
郊
と
異
な
れ
り
。

（
唐
人
工
於
爲
詩
、
而
陋
於
聞
道
。
孟
郊
嘗
有
詩
曰
、「
食
薺
腸

亦
苦　

強
歌
聲
無
歡　

出
門
如
有
礙　

誰
謂
天
地

」。
郊
耿

介
之
士
、
雖
天
地
之
大
、
無
以
安
其
身
。
起
居
飲
食
、
有
戚
戚

之
憂
、
是
以
卒
窮
以
死
。
而
李
翺
稱
之
、
以
爲
郊
詩
「
高
處
在

古
無
上
、
平
處
猶
下
顧
沈
謝
」。
至
韓
退
之
亦
談
不
容
口
。
甚

矣
、
唐
人
之
不
聞
道
也
。
孔
子
稱
顏
子
「
在
陋
巷
、
人
不
堪
其

憂
、
回
也
不
改
其
樂
」。
回
雖
窮
困
早
卒
、
而
非
其
處
身
之
非
、

可
以
言
命
、
與
孟
郊
異
矣
。）

　

こ
の
段
は
、「
詩
病
五
事
」の
構
成
を
捉
え
る
う
え
で
注
目
で
き
る
。

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
苦
渋
を
吐
露
す
る
孟
郊
と
、
仁
に
安
ん
ず
る

顏
回
と
の
差
異
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、「
朝
に
道
を

聞
か
ば
、夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
（
朝
聞
道
、夕
死
可
矣
）。」（『
論

語
』
里
仁
）
を
地
で
行
く
顏
回
と
の
比
較
に
堪
え
得
る
人
物
は
稀
有

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
批
判
す
べ
き
は
ひ
と
り
孟
郊
の
み
な

ら
ず
、李
翺
も
然
り
、韓
愈
も
ま
た
然
り
と
し
、こ
の
第
四
段
に
至
っ

て
は
、
唐
人
、
及
び
そ
の
詩
を
、
ま
と
め
て
一
蹴
す
る
の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
こ
れ
は
誇
張
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
断
章
取
義
の
許
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
蘇
轍
の
意
図
は
、
詩
に
お
い
て
一
流
と
目

さ
れ
る
唐
代
の
人
々
を
貶
め
る
こ
と
に
よ
り
、
続
い
て
触
れ
る
宋
代

の
人
物
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
読
者
は
錯
覚

し
て
期
待
を
寄
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、以
下
に
見
る
も
の
は
、

「
貌
」、「
言
」、「
視
」、「
聴
」
の
そ
れ
を
上
回
る
、「
思
」
に
関
す
る
「
詩

病
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
批
難
の
矛
先
は
、
蘇
轍
に
と
っ
て
は

理
想
実
現
の
桎
梏
と
な
っ
た
、
王
安
石
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
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蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考 

一
〇
三

六
、
王
安
石
批
判

　

第
五
段
に
つ
い
て
は
、「
詩
病
五
事
」
全
一
千
四
百
三
十
三
字
中
、

実
に
五
百
五
十
一
字
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
政
策
的
見

解
、
新
法
党
批
判
の
ふ
た
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
前
半
に
は
、『
書
經
』（
武
成
）、『
孟
子
』（
離
婁
上
、滕
文
公
上
）

を
引
く
が
、
こ
れ
を
眺
め
る
だ
け
で
大
凡
の
内
容
は
理
解
で
き
る
。

「
大
邦
は
其
の
力
を
畏
れ
、
小
邦
は
其
の
德
に
懷
く
。」

「
罪
を
巨
室
に
得
ず
ん
ば
、巨
室
の
慕
ふ
所
、一
國 

之
を
慕
ふ
。」

「
物
の
齊
し
か
ら
ざ
る
は
、
物
の
情
な
り
。」

　

 （「
大
邦
畏
其
力
、
小
邦
懷
其
德
。」・「
不
得
罪
於
巨
室
、
巨

室
之
所
慕
、
一
國
慕
之
。」・「
物
之
不
齊
、
物
之
情
也
。」）

　

聖
人
が
天
下
を
治
め
た
際
に
も
「
大
邦
」
や
「
巨
室
」
は
存
在
し

て
お
り
、
ま
た
、
州
や
県
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
た
富
裕
層
が
存

在
す
る
。
そ
れ
自
体
は
問
題
で
は
な
く
、
共
に
在
る
べ
く
導
け
ば
よ

い
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
身
と
相
反
す
る
政
策
を
掲
げ
る

新
法
党
の
主
導
者
、
王
安
石
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

王
介
甫
は
、
小
丈
夫
な
り
。
貧
民
に
忍
び
ず
し
て
深
く
富
民

を
疾
み
、
志 

富
民
を
破
り
て
以
て
貧
民
に
惠
み
せ
ん
と
欲
し
、

其
の
不
可
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
方
に
其
の
未
だ
志
を
得
ざ

る
や
、「
兼

」
の
詩
を
爲
り
、其
の
詩
に
曰
は
く
、「
…
…
」
と
。

（
王
介
甫
、
小
丈
夫
也
。
不
忍
貧
民
而
深
疾
富
民
、
志
欲
破
富

民
以
惠
貧
民
、
不
知
其
不
可
也
。
方
其
未
得
志
也
、
爲
「
兼

」

之
詩
、
其
詩
曰
、
…
…
。）

　

憚
る
こ
と
な
く
王
安
石
を
「
小
丈
夫
」
と
言
い
、
そ
の
富
め
る
者

か
ら
搾
取
す
る
発
想
を
否
定
す
る
。
い
ま
こ
こ
に
、
五
言
二
十
四
句

か
ら
な
る
「
兼

」
詩
を
掲
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
詩
が
王

安
石
の
方
針
を
定
め
、
後
の
混
乱
の
元
凶
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

其
の
志
を
得
る
に
及
び
、
專
ら
此
を
以
て
事
と
爲
し
、
靑
苗
法

を
設
け
て
以
て
富
民
の
利
を
奪
ふ
。
民
に
貧
富
無
き
も
、
兩
税

の
外
に
、皆
な
出
息
を
重
ぬ
る
こ
と
十
二
、吏
縁 

姦
を
爲
し
て
、

倍
息
に
至
る
。
公
私 

皆
な
病
め
り
。
呂
惠
卿 

之
を
繼
ぎ
、
手

實
の
法
を
作
り
、
私
家
の
一
毫
以
上
な
る
は
、
皆
な
官
に
籍
す
。

民 

其
の
奪
取
の
心
有
る
を
知
り
、
田
を
賣
り
牛
を
殺
し
て
以

て
其
の
禍
を
避
く
る
に
至
る
。
朝
廷 

其
の
不
可
な
る
を
覺
り
、

中
止
し
て
行
は
ざ
れ
ば
、
僅
か
に
乃
ち
亂
を
免
か
る
。
然
れ
ど

も
其
の
徒 

世
よ
其
の
學
を
守
り
、
下
に
刻
に
し
て
上
に
媚
ぶ
、

之
を
「
享
上
」
と
謂
ふ
。
一
た
び
享
上
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、

皆
な
廢
し
て
用
ゐ
ざ
ら
ん
。
今
日
に
至
り
て
、
民 

遂
に
大
い

に
病
め
る
は
、
源
と
其
の
禍 

此
の
詩
よ
り
出
づ
。
蓋
し
昔
の

詩
病
、未
だ
此
く
の
ご
と
き
酷
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
し
な
ら
ん
。

（
及
其
得
志
、
專
以
此
爲
事
、
設
靑
苗
法
以
奪
富
民
之
利
。
民
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

一
〇
四

無
貧
富
、
兩
税
之
外
、
皆
重
出
息
十
二
、
吏
縁
爲
姦
、
至
倍
息
。

公
私
皆
病
矣
。
呂
惠
卿
繼
之
、
作
手
實
之
法
、
私
家
一
毫
以
上
、

皆
籍
於
官
。
民
知
其
有
奪
取
之
心
、至
於
賣
田
殺
牛
以
避
其
禍
。

朝
廷
覺
其
不
可
、
中
止
不
行
、
僅
乃
免
於
亂
。
然
其
徒
世
守
其

學
、
刻
下
媚
上
、
謂
之
享
上
。
有
一
不
享
上
、
皆
廢
不
用
。
至

於
今
日
、
民
遂
大
病
、
源
其
禍
出
於
此
詩
。
蓋
昔
之
詩
病
、
未

有
若
此
酷
者
也
。）

　

こ
の
「
詩
病
」
が
最
も
深
刻
で
あ
る
の
は
、
そ
の
誤
っ
た
思
考
が

政
治
を
混
乱
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
呂
惠
卿
を
は

じ
め
と
す
る
人
々
の
思
考
を
も
悪
し
き
方
向
に
導
き
、無
批
判
に「
享

上
」
す
る
輩
に
は
、そ
れ
を
止
め
る
手
立
て
を
講
ず
る
発
想
が
な
い
。

政
界
も
ま
た
、「
病
」
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
人
事
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
五
事
」
の
最
終
項
目
、「
思
」
と
は
、

適
正
な
思
考
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
に
貢
献
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
か
ら
、人
材
の
育
成
と
は
不
可
分
と
な
る
。王
安
石
の「
思
」

を
批
難
し
た
蘇
轍
が
「
詩
病
五
事
」
を
著
し
た
の
は
、自
身
の
「
思
」

を
後
生
に
示
し
、
範
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

と
こ
ろ
で
、「
詩
病
五
事
」に
つ
い
て
は
、そ
の
奇
異
な
印
象
に
よ
っ

て
、
謂
わ
ば
、
作
品
の
み
が
独
り
歩
き
し
て
し
ま
っ
た
感
が
否
め
な

い
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
晩
年
の
蘇
轍
の
状
況
に
つ
い
て
少
し
く
触

れ
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

難
多
く
晩
に
は
流
落
し 

多
難
晩
流
落

歸
り
來
た
る
も
死
生
を
分
か
た
る 

歸
來
分
死
生

晨
光 

殘
月
に
迫
り 

晨
光
迫
殘
月

回
顧
す
る
も
長
庚
を
失
へ
り 

回
顧
失
長
庚

　

右
は
、
兄
蘇
軾
の
遺
作
を
手
に
し
た
際
の
悲
嘆
で
あ
る）
15
（

。
い
わ
ゆ

る
党
派
抗
争
が
劣
勢
に
至
っ
て
後
、
そ
の
已
ま
ざ
る
災
禍
は
、
兄
弟

の
「
夜
雨
對
牀
」
へ
の
希
求
す
ら
も
虚
し
く
し
て
き
た
。
そ
し
て
遂

に
、
燦
然
た
る
輝
き
を
放
っ
て
き
た
蘇
軾
が
、
次
世
代
の
台
頭
し
て

い
く
な
か
で
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
蘇
轍
の
無
念
さ
は
如
何
許
り

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
境
遇
に
在
っ
て
は
、
没
頭
こ
そ
が
良
策
で
あ
っ

た
と
も
言
え
よ
う
が
、『
欒
城
後
集
』、『
欒
城
第
三
集
』
を
成
し
た

精
力
的
な
執
筆
活
動
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
学
識
と
気
魄
と
を
以
て
し
て
も
、
政
界
に
蔓
延
す
る
「
病
」
を
前

に
し
て
は
、
も
は
や
老
い
を
嘆
く
よ
り
他
に
あ
る
ま
い
。
浮
沈
を
見

た
生
涯
の
斯
様
な
終
局
に
成
る
「
詩
病
五
事
」
は
、
後
世
の
変
革
の

士
に
宛
て
、
善
政
の
追
及
を
託
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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蘇
轍
「
詩
病
五
事
」
考 

一
〇
五

七
、
結
言

　

従
来
、異
色
の
論
説
文
と
目
さ
れ
て
き
た「
詩
病
五
事
」に
つ
い
て
、

「
詩
病
」
と
「
五
事
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を
加
え
、
文
学
的
系
統
、

及
び
構
成
の
意
図
を
指
摘
し
、
本
来
問
わ
れ
る
べ
き
作
品
の
主
題
に

関
し
て
卑
見
を
呈
し
て
き
た
。
諸
賢
の
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　

一
層
の
蘇
轍
研
究
を
期
し
、
今
後
の
課
題
に
代
え
る
。

注（
１
） 　

蘇
轍
「
潁
濱
遺
老
傳
」
下
（『
欒
城
後
集
』
巻
十
三
）「
凡
居
二
筠
・
雷
・

循
一
七
年
、
居
レ
許
六
年
。
杜
門
復
理
二
舊
學
一
。」

（
２
） 　
『
欒
城
第
三
集
』
巻
八
所
収
。
呉
叔
樺
氏
「
蘇
轍
年
譜
簡
表
」（
萬
卷
樓

圖
書
股
份
有
限
公
司
『
蘇
轍
學
術
思
想
研
究
』 

二
〇
〇
七
年
五
月
）
に
拠

れ
ば
、
没
す
る
前
年
、
一
一
一
一
年
の
作
。

（
３
） 　

陸
徳
陽
氏
「
蘇
轍
《
詩
病
五
事
》
評
析
」（
華
東
師
範
大
学
出
版
社　

古

代
文
学
理
論
研
究
第
二
十
四
輯 

『
中
国
文
論
的
常
与
変
』 

二
〇
〇
六
年
十
二

月
）。
袁
玉
鵬
氏
・
徐
超
氏
「
詩
論
蘇
轍
《
詩
病
五
事
》
詩
学
思
想
」（
山

東
省
作
家
協
会
『
時
代
文
学
』 

二
〇
一
一
年
八
月
）
は
、
後
に
一
書
を
成

す
際
の
一
記
事
的
分
量
で
あ
る
。

（
４
） 　

吹
野
安
博
士
『
中
國
古
代
文
學
發
想
論
』（
笠
間
書
院　

笠
間
叢
書

二
〇
二　

一
九
八
六
年
十
二
月
）
ほ
か
参
照
。

（
５
） 　

張
海
鴎
氏
『
北
宋
詩
学
』（
河
南
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
七
年
六
月
）
第

八
章 

北
宋
〝
話
〞
体
詩
学　

第
三
節 

蘇
轍
《
詩
病
五
事
》

（
６
） 　

曽
棗
荘
氏「
蘇
轍
的
文
芸
思
想
」（『
文
藝
理
論
研
究
』 

一
九
八
六
年
一
月
）

（
７
） 　

佐
藤
保
先
生
「
欧
陽
修
の
詩
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』

第
四
号　

一
九
八
五
年
四
月
）

（
８
） 　

張
伯
偉
氏
『
全
唐
五
代
詩
格
彙
考
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
二
年

四
月
）
詩
格
論
（
代
前
言
）　

貳 

從
《
文
鏡
秘
府
論
》
看
初
盛
唐
的
詩
格

（
９
） 　

蔡
鎮
楚
氏
・
龍
宿
莽
氏
『
比
較
詩
話
学
』（
北
京
図
書
館
出
版
社　

二
〇
〇
六
年
八
月
）
に
、「
歐
派
詩
話
」・「
鍾
派
詩
話
」
の
呼
称
を
用
い
た

分
類
が
あ
る
。
区
分
上
の
着
眼
点
に
択
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。

（
10
） 　
『
増
補 

巫
系
文
學
論
』（
大
學
書
房　

一
九
六
九
年
一
月
）問
答
文
學
。「
巫

系
文
學
系
統
表
」
に
「
主
二
答
述
一
」
と
あ
る
。

（
11
） 　

愛
甲
弘
志
氏
「
中
晩
唐
五
代
の
詩
格
の
背
景
に
つ
い
て
」『
京
都
女
子
大

学
人
文
論
叢
』
第
五
十
四
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
）

（
12
） 　

小
関
藤
一
郎
氏
編
・
訳
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
社
会
学
論
集
』
増
補
新

版
（
行
路
社　

一
九
九
八
年
一
月
）
に
拠
る
。

（
13
） 　

吾
妻
重
二
氏
「
洪
範
と
宋
代
思
想
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
三
号

　

一
九
八
六
年
六
月
）

（
14
） 　

小
島
毅
氏
「
宋
代
天
譴
論
の
政
治
理
念
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
一
〇
七
冊　

一
九
八
八
年
十
月
）

（
15
） 　
「
題
二
東
坡
遺
墨
卷
一
後
」
詩
（『
欒
城
第
三
集
』
巻
二
）
自
九
句
至
十
二
句
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

蘇
轍
、
詩
病
五
事
、
詩
話
、
詩
病
、
五
事
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